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(57)【要約】
【課題】シャフトのガイド機能が不十分となることを抑
制しつつ、レンズモジュールの移動負荷を上記従来に比
して抑制したレンズ駆動装置を提供することを目的とす
る。
【解決手段】複数のシャフトが、前記複数のシャフトの
うちの１のシャフトである主シャフト５１と該主シャフ
ト以外シャフトである副シャフト５２からなり、前記複
数のシャフト孔が、前記主シャフト５１が挿入される主
シャフト孔１５と、前記副シャフト５２が挿入される副
シャフト孔１６からなり、前記副シャフト孔１６の内周
面１６ａのうち前記副シャフト５２の外周面５２ａと摺
接する面積は、前記主シャフト孔１５の内周面１５ａの
うち前記主シャフト５１の外周面５１ａと摺接する面積
に比して、小さいことを特徴とするレンズ駆動装置。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズユニットを保持するホルダと、
　前記レンズユニットの光軸方向に配設された複数のシャフトと、
　前記複数のシャフトが各々挿入され、該複数のシャフトの外周面に内周面を各々摺接さ
せることにより該ホルダを光軸方向に移動させるための、前記ホルダに設けられた光軸方
向の貫通孔である複数のシャフト孔とを備えたレンズ駆動装置において、
　前記複数のシャフトが、前記複数のシャフトのうちの１のシャフトである主シャフトと
該主シャフト以外のシャフトである副シャフトからなり、
　前記複数のシャフト孔が、前記主シャフトが挿入される主シャフト孔と、前記副シャフ
トが挿入される副シャフト孔からなり、
　前記副シャフト孔の内周面のうち前記副シャフトの外周面と摺接する面積は、前記主シ
ャフト孔の内周面のうち前記主シャフトの外周面と摺接する面積に比して、小さいことを
特徴とするレンズ駆動装置。
【請求項２】
　機器に固定される基部と、
　前記基部より光軸方向に延設され、前記主シャフトの一方端を支持する主シャフト支持
部と、
　前記基部より光軸方向に延設され、前記副シャフトの一方端を支持する副シャフト支持
部とを更に備え、
　前記副シャフト支持部の光軸方向の長さが、主シャフト支持部の光軸方向の長さに比し
て大きいことを特徴とする請求項１に記載のレンズ駆動装置。
【請求項３】
　前記基部より延設され、前記主シャフトの他方端を支持する主シャフト副支持部を更に
備える請求項２に記載のレンズ駆動装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のレンズ駆動装置が搭載されていることを特
徴とするカメラモジュール。
【請求項５】
　請求項４に記載のカメラモジュールが搭載されていることを特徴とする携帯電話。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光軸方向に配設されたシャフトにガイドさせてレンズモジュールを光軸方向
に移動させるレンズ駆動装置、およびレンズ駆動装置を搭載したカメラモジュール、携帯
電話に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話にカメラモジュールが搭載されることが一般化している。かかるカメラ
モジュールの焦点合わせを手動で行うことは困難であるため、自動合焦機能（オートフォ
ーカス）が必須の機能となっている。そこで、このカメラモジュールのオートフォーカス
を行うためにレンズ駆動装置が使用されている。一方、携帯電話の薄型化および小型化に
伴い、レンズ駆動装置に与えられるスペースを縮小する要求が高まっている。この要求に
対応するため、レンズ駆動装置のレンズユニットを駆動させる構造としては、例えば、特
許文献１のようなムービングマグネット型リニア駆動方式を用いた構造が採用されている
。このムービングマグネット型リニア駆動方式を用いた構造は、一般に、ステッピングモ
ータを用いた構造と比較して、構成を簡略化できるため、レンズ駆動装置の小型化を達成
できることが知られている。ムービングマグネット型リニア駆動方式を用いたレンズ駆動
装置の一例を図７および図８に示す。
【０００３】
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　図７および図８に示すように、レンズユニット１１３を保持するホルダ１１０に磁石１
２０が装着されている。一方、カメラモジュール本体に固定されるベース１３０に、コイ
ル１６０が装着されている。コイル１６０に電流を印加することで生じる電磁駆動力によ
って、ホルダ１１０に装着された磁石１２０が光軸方向に力を受けることにより、ホルダ
１１０がレンズユニット１１３の光軸方向に移動する。
【０００４】
　より具体的には、図９も併せて参照し、シャフト１５１とシャフト１５２とが、ベース
１３０の基部１３１に光軸方向に沿うように各々保持されている。一方、ホルダ１１０に
はシャフト１５１に対応する貫通孔であるシャフト孔１１５と、シャフト１５２に対応す
る貫通孔であるシャフト孔１１６とが、光軸方向に設けられている。シャフト孔１１５に
シャフト１５１が挿入され、シャフト孔１１６にシャフト１５２が挿入されることにより
、ホルダ１１０がシャフト１５１およびシャフト１５２に対して光軸方向に摺動可能な態
様で保持される。この状態において、ホルダ１１０およびシャフト１５１からなるレンズ
モジュール１０１ａが、シャフト１５１およびシャフト１５２にガイドされて、光軸方向
に移動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１８５７４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように、シャフト１５１およびシャフト１５２にガイドされて、レンズモジュー
ル１０１ａが光軸方向に移動するのであるから、シャフト孔１１５の内周面１１５ａとシ
ャフト１５１の外周面１５１ａとの間の摩擦、およびシャフト孔１１６の内周面１１６ａ
とシャフト１５２の外周面１５２ａとの間の摩擦が、レンズモジュール１０１ａの移動の
妨げとなる。シャフト１５１およびシャフト１５２のいずれかが、光軸方向と完全に平行
になっていない場合には、特に上記摩擦が大きくなり上記問題が大きくなる。
【０００７】
　そこで、内周面１１５ａおよび内周面１１６ａが、各々外周面１５１ａおよび外周面１
５２ａへの各々接触する面積を小さくする措置が考えられる。かかる措置により、レンズ
モジュール１０１ａの移動時に、内周面１１５ａおよび内周面１１６ａと外周面１５１ａ
および外周面１５２ａとの間に各々発生する動摩擦を小さくすることが可能となる。しか
し単純にシャフトの内周面への接触面積を小さくすると、レンズモジュール１０１ａを光
軸方向に移動させるためのガイドとしてのシャフトの機能を十分に果たすことが困難とな
り、例えば、レンズモジュール１０１ａが光軸方向に対して傾いた状態で保持される問題
や、光軸方向に正しく移動しない問題等が生じうる。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、シャフトのガイド機能が不十分とな
ることを抑制しつつ、レンズモジュールの移動負荷を上記従来に比して抑制したレンズ駆
動装置を提供することを目的とする。また、かかるレンズ駆動装置を搭載したカメラモジ
ュールを提供すること、および同カメラモジュールを搭載した携帯電話を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明にかかるレンズ駆動装置は、レンズユニットを保持するホルダと、前記レンズの
光軸方向に配設された複数のシャフトと、前記複数のシャフトが各々挿入され、該複数の
シャフトの外周面に内周面を各々摺接させることにより該ホルダを光軸方向に移動させる
ための、前記ホルダに設けられた光軸方向の貫通孔である複数のシャフト孔とを備える。
また、前記複数のシャフトが、前記複数のシャフトのうちの１のシャフトである主シャフ
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トと該主シャフト以外シャフトである副シャフトからなり、前記複数のシャフト孔が、前
記主シャフトが挿入される主シャフト孔と、前記副シャフトが挿入される副シャフト孔か
らなる。更に、前記副シャフト孔の内周面のうち前記副シャフトの外周面と摺接する面積
は、前記主シャフト孔の内周面のうち前記主シャフトの外周面と摺接する面積に比して、
小さいことを特徴とする。
【００１０】
　上記構成によると、副シャフト孔の内周面のうち副シャフトの外周面と摺接する面積は
、主シャフト孔の内周面のうち主シャフトの外周面と摺接する面積に比して小さいため、
副シャフト孔の内周面と副シャフトの外周面との間に生ずる動摩擦を抑制できる。その為
、ホルダ移動時の摩擦を減少させることが可能となり、ホルダの移動負荷を上記従来に比
して減少させることができる。一方で、主シャフト孔の内周面のうち主シャフトの外周面
と摺接する面積は上記従来と同程度であるため、シャフトのガイド機能が不十分となるこ
とが抑制されている。
【００１１】
　また、副シャフト孔の内周面のうち副シャフトの外周面と摺接する面積については、合
目的的に決定してよい。動摩擦を減少させる観点からは、かかる面積は小さいほど良いが
、摺接部分の強度や、設計上、工作上の問題等を考慮して適正な面積としてよい。
【００１２】
　本発明にかかるレンズ駆動装置は、機器に固定される基部と、前記基部より光軸方向に
延設され、前記主シャフトの一方端を支持する主シャフト支持部と、前記基部より光軸方
向に延設され、前記副シャフトの一方端を支持する副シャフト支持部とを更に備える。ま
た、前記副シャフト支持部の光軸方向の長さが、主シャフト支持部の光軸方向の長さに比
して大きいことを特徴とすることが好ましい。
【００１３】
　上記構成によると、副シャフト支持部は、主シャフト支持部に比して光軸方向の長さが
大きいため、副シャフトを光軸方向に配設するように支持することが容易となる。また、
上述のように、副シャフトの外周面と摺接する副シャフト孔の内周面の面積を主シャフト
孔より小さく出来るため、副シャフト支持部を主シャフト支持部に比して光軸方向の長さ
を大きくするためのスペースを確保することが容易にできる。
【００１４】
　本発明にかかるレンズ駆動装置は、前記基部より延設され、前記主シャフトの他方端を
支持する主シャフト副支持部を更に備えることが好ましい。上記構成によると、基部より
延設され、主シャフトの他方端を支持する主シャフト副支持部を更に備えるため、主シャ
フトを一層正確に光軸方向に配設することが可能となる。また、本発明において、光軸方
向への移動をガイドする機能は主シャフトが主として果たすため、主シャフトを正確に光
軸方向に配設することで、レンズ駆動装置の精度が一層向上する。
【００１５】
　本発明にかかるカメラモジュールは、上述のレンズ駆動装置を搭載したことを特徴とす
る。上述のレンズ駆動装置は上記従来に比してシャフトとシャフト孔との間に生ずる摩擦
を減少させたレンズ駆動装置であるため、駆動精度の高いレンズ駆動装置となりうる。従
って、このレンズ駆動装置を搭載したカメラモジュールは、精度の高いカメラモジュール
となりうる。
【００１６】
　本発明にかかる携帯電話は、上述のカメラモジュールを搭載したことを特徴とする。上
述のカメラモジュールは小型かつ高精度のカメラモジュールとなりうるため、携帯電話に
搭載するカメラモジュールとして好適である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、シャフトのガイド機能が不十分となることを抑制しつつ、レンズモジ
ュールの移動負荷を上記従来に比して抑制したレンズ駆動装置を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明にかかる携帯電話の一実施形態について説明する図面であって、携帯電話
の閉じた状態を示す模式図である。
【図２】本発明にかかる携帯電話の一実施形態について説明する図面であって、携帯電話
の開いた状態を示す模式図であるとともに、（ａ）は内面を示す斜視図であり、（ｂ）は
背面を示す斜視図である。
【図３】本発明にかかる携帯電話の一実施形態について説明する図面であって、カメラモ
ジュールの構成を示す模式図である。
【図４】本発明にかかる携帯電話の一実施形態について説明する図面であって、携帯電話
が搭載するカメラモジュールのレンズ駆動装置の分解斜視図である。
【図５】本発明にかかる携帯電話の一実施形態について説明する図面であって、（ａ）は
ホルダの斜視図であり、（ｂ）は主シャフト孔近傍の拡大図であり、（ｃ）は副シャフト
孔近傍の拡大図である。
【図６】本発明にかかる携帯電話の一実施形態について説明する図面であって、ベースの
斜視図である。
【図７】従来のレンズ駆動装置について説明する図面であって、カバーを外した状態を示
す斜視図である。
【図８】従来のレンズ駆動装置について説明する図面であって、分解斜視図である。
【図９】従来のレンズ駆動装置について説明する図面であって、レンズ駆動装置の一部断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の携帯電話を具体化した携帯電話の一実施形態を図面を用いて説明する。
図１に示すように、係る携帯電話はヒンジＨを中心に折り畳む構成の電話である。図１は
折り畳んだ状態を示す図であり前面にはカメラモジュールの一部であるカバーガラス９が
露出している。図２（ａ）は、この携帯電話を開いて表示部８１、操作部８２を前面にし
た図である。図２（ｂ）は、開いた携帯電話を背面から見た図である。撮影者は、このよ
うに携帯電話を開いた状態でカバーガラス９を撮影したい対象に向けて、表示部８１で画
像を確認しつつ、操作部８２を操作することによりシャッターを切り、対象物を撮影する
ことができる。
【００２０】
　次に、図３を参照して、本実施形態のレンズ駆動装置１をカメラに搭載する場合のカメ
ラモジュールの構成について説明する。
　図３に示すように、レンズ駆動装置１のベース３０側には、フィルタ２とイメージセン
サ３とが配置されている。ベース３０には、位置検出素子としてホール素子４が配置され
る。そして、ホール素子４からの信号に基づいて、レンズモジュール１ａの位置検出が行
われる。
【００２１】
　合焦動作時、ＣＰＵ（Central Processing Unit）５は、ドライバ６を制御して、レン
ズモジュール１ａをホームポジションから予め設定された位置まで光軸方向において上方
に移動させる。このとき、ホール素子４からの位置検出信号がＣＰＵ５に入力される。同
時に、ＣＰＵ５は、イメージセンサ３から入力される信号を処理して撮像画像のコンスト
ラスト値を取得する。かかる動作を繰り返し、コンストラスト値が最良となるレンズモジ
ュール１ａの位置を合焦位置として取得する。
【００２２】
　その後、ＣＰＵ５は、かかる合焦位置まで、レンズモジュール１ａを駆動する。具体的
には、ＣＰＵ５は、ホール素子４からの信号をモニタし、ホール素子４からの信号が合焦
位置に対応する状態になるまで、レンズモジュール１ａを駆動する。かかる動作により、
レンズモジュール１ａが合焦位置に移動する。
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【００２３】
　次に、図４を参照して、レンズモジュール１ａを駆動するレンズ駆動装置１の全体構成
について具体的に説明する。レンズ駆動装置１は、光軸方向に移動可能なレンズモジュー
ル１ａと、レンズモジュール１ａに駆動力を与えるとともに、このレンズ駆動装置１が搭
載される機器に固定される固定体１ｂとにより構成されている。このレンズ駆動装置１に
より、レンズモジュール１ａを光軸方向の移動させることにより、オートフォーカスが実
現される。また、本実施形態のレンズ駆動装置１は、光軸方向の平面視において、約８．
５ｍｍの正方形に形成されており、レンズ駆動装置１の光軸方向の高さが、約３ｍｍに形
成されている。
【００２４】
　レンズモジュール１ａは、図３に示した複数の光学レンズ１１およびこの複数の光学レ
ンズ１１を保持する鏡筒１２からなるレンズユニット１３、同レンズユニット１３を保持
する樹脂によって形成されたホルダ１０、およびホルダ１０に固定される複数の磁石２０
により構成されている。なお、本実施形態の磁石２０は、互いに周方向に一定の距離を介
して、レンズユニット１３を径方向外方より周方向に取り囲むようにホルダ１０に４個固
定されている。このホルダ１０は樹脂材料を射出成形することにより形成されている。そ
の際、ホルダ１０を形成するための金型には予め磁石２０が装着されており、射出成型と
同時に、ホルダを磁石とが一体的に成形される。かかる製法を用いることにより、磁石２
０とホルダ１０とを接着剤にて接合した場合に比して、磁石２０とホルダ１０との接合強
度を向上させることができる。また、磁石の取り付け工程が割愛でき、コストダウンにも
資する。
【００２５】
　このホルダ１０には主シャフト５１を挿入する光軸方向の貫通孔である主シャフト孔１
５と、副シャフト５２を挿入するための光軸方向の貫通孔である副シャフト孔１６とが備
えられている。図５（ａ）～（ｃ）に示すように、主シャフト５１および副シャフト５２
はレンズユニット１３の光軸方向に配設されているため、主シャフト孔１５の内周面１５
ａを主シャフト５１の外周面５１ａに摺接させるとともに、副シャフト孔１６の内周面１
６ａを副シャフト５２の外周面５２ａに摺接させた状態でホルダ１０を移動させることに
より、レンズモジュール１ａを光軸方向に移動させることができる。更に、副シャフト孔
１６の内周面１６ａのうち副シャフト５２の外周面５２ａに摺接する面積は、主シャフト
孔１５の内周面１５ａのうち主シャフト５１の外周面５１ａに摺接する面積に比して、小
さくなっている。より具体的には、主シャフト孔１５の軸方向の長さ１５Ｌより副シャフ
ト孔１６の軸方向の長さ１６Ｌを短くし、更に副シャフト孔１６の径方向において外方の
内周面を形成しないことにより、副シャフト５２の外周面５２ａに摺接する面積を小さく
している。
【００２６】
　副シャフト５２の外周面５２ａに摺接する面積を小さくすることにより、上記従来に比
して副シャフト５２と副シャフト５２の外周面５２ａとの間に生ずる摩擦を減少させるこ
とができる。また、主シャフト５１と副シャフト５２とが完全に平行となっていない場合
であっても、副シャフト５２がホルダに与える影響が小さいため、レンズモジュール１ａ
が光軸方向に対して傾いた状態で保持されることや、光軸方向に正しく移動しないことを
抑制できる。一方で、主シャフト孔１５の内周面１５ａのうち主シャフト５１の外周面５
１ａに摺接する面積は上記従来と同程度であるため、レンズユニット１３の光軸方向に配
設された主シャフト５１の外周面５１ａに主シャフト孔１５の内周面１５ａを摺接させて
移動させることにより、レンズモジュール１ａを従来と同様に光軸方向に移動させること
ができる。またシャフトやシャフト孔の数は減少させていないため、周方向の精度が低下
することもない。
【００２７】
　なお、副シャフト孔１６の内周面１６ａのうち副シャフト５２の外周面５２ａと摺接す
る面積については、合目的的に決定してよい。動摩擦を減少させる観点からは、かかる面
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積は小さいほど良いが、摺接部分の強度や、設計上、工作上の問題、副シャフト５２にも
一定のガイド機能を持たす必要があるかどうか等を考慮して適正な面積としてよい。
【００２８】
　再度図４を参照して、固定体１ｂは、レンズ駆動装置１の外枠を構成するベース３０お
よびケース４０と、ベース３０に固定されて、ホルダ１０の光軸方向への移動をガイドす
る上述の主シャフト５１および副シャフト５２からなるシャフトと、電流が印加されるこ
とにより磁場を形成するコイル６０とを備えている。また、コイル６０の径方向の外側に
は、磁性体の鋼板によって形成された長方形の板状の磁性部材である磁性板７０がベース
３０に固定されている。
【００２９】
　図６を合わせて参照して、ベース３０には、レンズ駆動装置１の外枠の下面を構成する
基部３１と、基部３１より光軸方向に沿って延設される支柱３２とが設けられている。基
部３１は、光軸方向の平面視において、正方形に形成される。また、支柱３２は、基部３
１の四隅にそれぞれ設けられている。基部３１の中央位置には、円形の貫通孔である開口
部３３が形成されている。
【００３０】
　ベース３０には更にレンズユニット１３の光軸方向に延設された上述の主シャフト５１
および副シャフト５２が固定される。具体的には基部３１より光軸方向に延設された主シ
ャフト支持部３４ｍと、基部３１より同じく光軸方向に延設された副シャフト支持部３４
ｓとを基部３１は備えている。この主シャフト支持部３４ｍにより主シャフト５１の下方
端を支持するとともに、副シャフト支持部３４ｓにより副シャフト５２の下方端を支持す
る。主シャフト支持部３４ｍおよび副シャフト支持部３４ｓは基部３１から光軸方向に延
設された略円筒状の部材であり、内周面に主シャフト５１および副シャフト５２を差し込
むことにより主シャフト５１および副シャフト５２を光軸方向に支持することができる。
ここで、副シャフト支持部３４ｓの光軸方向の長さＬｓは、主シャフト支持部３４ｍの光
軸方向の長さＬｍに比して大きいことを特徴とする。副シャフト支持部３４ｓの光軸方向
の長さが大きいため、副シャフト支持部３４ｓのみで副シャフト５２を光軸方向に正確に
支持することが可能となる。ところで、上述のように、副シャフト５２の外周面５２ａと
摺接する副シャフト孔１６の内周面１６ａの面積を主シャフト孔１５より小さく出来るた
め、副シャフト支持部３４ｓを主シャフト支持部３４ｍに比して光軸方向において大きく
するためのスペースを容易に確保することができる。より具体的には、主シャフト孔１５
の軸方向の長さ１５Ｌより副シャフト孔１６の軸方向の長さ１６Ｌを短くしたため、副シ
ャフト支持部３４ｓの光軸方向の長さＬｓを長くしても、副シャフト支持部３４ｓが副シ
ャフト孔１６と干渉することはない。言い換えると、副シャフト孔１６を上記従来に比し
て短くすることによりスペースが生じたため、副シャフト５２を支持する副シャフト支持
部３４ｓの光軸方向の長さＬｓを長くすることが可能となり、副シャフト支持部３４ｓの
みで副シャフト５２を光軸方向に正確に支持することが可能となっている。
【００３１】
　一方、基部３１より延設され、主シャフト５１の上方端を支持する主シャフト副支持部
３８を更に備えることも、このレンズ駆動装置１は特徴としている。具体的には、主シャ
フト副支持部３８は平面状の部材であるとともに、主シャフト５１をはめ込むことができ
る貫通孔３８ａを有しており、この貫通孔３８ａに主シャフト５１の上方端をはめ込むこ
とにより、主シャフト５１の上方の端部を支持する。また、主シャフト副支持部３８は基
部３１より延設された支柱３２の上端部から延設されている。従って、主シャフト５１は
軸方向において下方の端部を主シャフト支持部３４ｍにおいて支持され、軸方向において
上方の端部を主シャフト副支持部３８によって支持されることにより、主シャフト５１は
一層正確に光軸方向に配設される。
【００３２】
　更に、図４に示すようにレンズ駆動装置１の外側の側面および上面を構成しているケー
ス４０は、コイル６０の径方向の外側を外囲するようにベース３０に取り付けられる。ま



(8) JP 2012-225948 A 2012.11.15

10

20

30

40

50

た、ケース４０の上面には、複数の支柱３２の光軸方向において上方の端部３２ａを挿入
するための複数の貫通孔４１を有し、各々に対応する端部３２ａを挿入された状態でケー
ス４０の下部が基部３１に固定される。このケース４０によりレンズ駆動装置１の上部が
保護される。
【００３３】
　本実施形態のレンズ駆動装置１によれば、以下に示す効果を奏することができる。
　（１）本実施形態において、副シャフト孔１６の内周面１６ａのうち副シャフト５２の
外周面と摺接する面積は、主シャフト孔１５の内周面のうち主シャフト５１の外周面と摺
接する面積に比して小さい。従って、副シャフト孔１６の内周面１６ａと副シャフト５２
の外周面５２ａとの間に生ずる動摩擦を抑制できる。よって、ホルダ１０の移動時の摩擦
を減少させることが可能となり、ホルダ１０の移動負荷を上記従来に比して減少させるこ
とができる。一方で、主シャフト孔１５の内周面のうち主シャフト５１の外周面５１ａと
摺接する面積は上記従来と同程度であるため、シャフトのガイド機能が不十分となること
が抑制されている。
【００３４】
　（２）本実施形態において、副シャフト支持部３４ｓの光軸方向の長さＬｓは、主シャ
フト支持部３４ｍの光軸方向の長さＬｍに比して大きいため、副シャフト５２を確実に支
持することが可能となる。また、上述のように、副シャフト５２の外周面５２ａと摺接す
る副シャフト孔１６の内周面１６ａの面積を主シャフト孔１５より小さく出来るため、副
シャフト支持部３４ｓを主シャフト支持部３４ｍに比して光軸方向において大きくするた
めのスペースを容易に確保することができる。
【００３５】
　（３）本実施形態では、基部３１より延設され、主シャフト５１の上方の端部を支持す
る主シャフト副支持部３８を更に備えるため、主シャフト５１を一層正確に光軸方向に配
設することが可能となる。光軸方向への移動をガイドする機能は主シャフト５１が主とし
て果たすため、主シャフト５１を正確に光軸方向に配設することで、レンズ駆動装置１の
精度が一層向上する。
【００３６】
　（４）本実施形態のカメラモジュールは、上述のレンズ駆動装置１を搭載している。上
述のレンズ駆動装置１は上記従来に比してシャフトとシャフト孔との間に生ずる摩擦を減
少させたレンズ駆動装置であるため、駆動精度の高いレンズ駆動装置である。従って、こ
のレンズ駆動装置を搭載したカメラモジュールは、精度の高いカメラモジュールとなりう
る。
【００３７】
　（５）本実施形態の携帯電話は、上述のカメラモジュールを搭載している。このカメラ
モジュールは上述のように小型かつ高精度のカメラモジュールであるため、携帯電話に搭
載するカメラモジュールとして好適である。
【００３８】
　本発明は、上記に例示した実施形態に限定されることなく、以下のように変更すること
もできる。
　・上記実施形態において、基部３１より延設され、主シャフト５１の上方の端部を支持
する主シャフト副支持部３８を備えるが、他の構成であっても良い。例えば主シャフト５
１を光軸方向に正確に配設することが他の方法により可能な場合や、主シャフト支持部３
４ｍのみで光軸方向に正確に配設することが可能な場合であれば、主シャフト副支持部３
８を割愛しても良い。
【００３９】
　・上記実施形態において、副シャフト支持部３４ｓの光軸方向の長さＬｓは、主シャフ
ト支持部３４ｍの光軸方向の長さＬｍに比して大きいが、他の構成であっても良い。例え
ば副シャフト５２を正確に光軸方向に配設することが他の方法により可能な場合であれば
、副シャフト支持部３４ｓの光軸方向の長さＬｓを、主シャフト支持部３４ｍの光軸方向
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【００４０】
　・上記実施形態において、副シャフト５２を１本のみ用いているが、複数用いても良い
。副シャフト数を増やすことにより光軸方向に対するレンズモジュール１ａの傾きを抑制
しうる。また、上述のように、副シャフト孔１６の内周面のうち副シャフト５２の外周面
と摺接する面積は、主シャフト孔１５の内周面のうち主シャフト５１の外周面と摺接する
面積に比して小さいため、副シャフトを増加させても、副シャフト孔１６の内周面１６ａ
と副シャフト５２の外周面５２ａとの間に生ずる摩擦は大きく増加することはない。
【００４１】
　・上記実施形態においてレンズ駆動装置は、カメラモジュールに搭載したが、他の構成
であっても良い。例えば、望遠鏡、顕微鏡、双眼鏡等の他の光学機器に搭載することによ
り、かかる光学機器にオートフォーカス機能を付加することが可能となる。
【００４２】
　・上記実施形態においてカメラモジュールは携帯電話に搭載したが、他の構成であって
も良い。コンパクトデジタルカメラ、デジタル一眼レフカメラであってもよいし、銀塩写
真用のカメラに搭載しても良い。また、動画撮影用のデジタルビデオカメラやフィルムカ
メラに搭載しても良い。
【符号の説明】
【００４３】
　１…レンズ駆動装置、１ａ…レンズモジュール、１ｂ…固定体、２…フィルタ、３…イ
メージセンサ、４…ホール素子、６…ドライバ、９…カバーガラス、１０…ホルダ、１１
…光学レンズ、１２…鏡筒、１３…レンズユニット、１５…主シャフト孔、１５ａ…主シ
ャフト孔の内周面、１５Ｌ…主シャフト孔の光軸方向の長さ、１６…副シャフト孔、１６
ａ…副シャフト孔の内周面、１６Ｌ…副シャフト孔の光軸方向の長さ、２０…磁石、３０
…ベース、３１…基部、３２…支柱、３２ａ…端部、３３…開口部、３４ｍ…主シャフト
支持部、３４ｓ…副シャフト支持部、３８…主シャフト副支持部、３８ａ…貫通孔、４０
…ケース、４１…貫通孔、５１…主シャフト、５１ａ…主シャフトの外周面、５２…副シ
ャフト、５２ａ…副シャフトの外周面、６０…コイル、７０…磁性板、８１…表示部、８
２…操作部、１１０…ホルダ、１１３…レンズユニット、１１５…シャフト孔、１１５ａ
…内周面、１１６…シャフト孔、１１６ａ…内周面、１２０…磁石、１３０…ベース、１
３１…基部、１５１…シャフト、１５１ａ…外周面、１５２…シャフト、１５２ａ…外周
面、１６０…コイル、Ｈ…ヒンジ、Ｌｍ…長さ、Ｌｓ…長さ。
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